


 

廿
日
市
市
地
球
温
暖
化
対
策

 　
　
　
　
　

実
行
計
画
の
策
定

　　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
、
国
は
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
改
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
区

域
内
の
排
出
、
す
な
わ
ち
住
民
・
事
業
者
も
含
む

「
区
域
施
策
案
編
」
の
策
定
と
地
方
公
共
団
体
が

実
施
し
て
い
る
事
務
・
事
業
に
関
す
る
「
事
務
事

業
編
」
の
改
定
を
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
区
域
施
策
編
で
は
産
業
・
家
庭
・

運
輸
な
ど
各
部
門
で
の
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
廿
日
市
の
産
業
に
お
い
て
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
以
下
省
エ
ネ
）
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
再
エ
ネ
）
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

�　

地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、
私
た
ち
の
生

活
や
事
業
活
動
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お

り
、
す
べ
て
の
市
民
と
事
業
者
、
及
び
行

政
が
協
力
す
る
「
オ
ー
ル
は
つ
か
い
ち
」

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

省
エ
ネ
・
脱
プ
ラ
へ
の

 　
　

取
り
組
み
に
補
助

　　

廿
日
市
市
で
は
中
小
企
業
者
な
ど
を
対

象
に
省
エ
ネ
診
断
の
結
果
な
ど
に
基
づ
い

た
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
な
ど
に
対
し
て
工

事
費
、
設
備
費
等
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
も
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
度
は
、

高
効
率
空
調
設
備
へ
の
更
新
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

導
入
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
に

補
助
を
出
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
次
世
代
自
動
車
（
電
気
自
動
車

な
ど
）
の
導
入
に
対
す
る
補
助
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。
廿
日
市
市
に
住
む
個
人
や
事

業
者
を
対
象
と
し
て
次
世
代
自
動
車
の
導

入
に
あ
た
り
１
台
10
万
円
を
補
助
し
ま

す
。

　

省
エ
ネ
設
備
な
ど
の
導
入
は
廿
日
市
全

体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
繋

が
る
だ
け
で
な
く
、
電
気
代
が
節
約
で
き

る
な
ど
経
営
の
安
定
に
も
繋
が
り
ま
す
。

補
助
制
度
を
活
用
し
、
導
入
し
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
近
頃
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
呼
ば
れ
る
高

断
熱
化
や
蓄
電
池
を
活
用
し
、
１
つ
の
家

で「
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
家
」

が
普
及
し
は
じ
め
て
お
り
、
法
律
も
Ｚ
Ｅ

Ｈ
の
基
準
に
移
っ
て
き
て
い
て
、
い
つ
か

は
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
事
業
者
に
と
っ
て
も
今
後
、
設
備
改

修
な
ど
が
あ
る
際
に
は
こ
う
い
っ
た
流
れ

を
踏
ま
え
た
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

▲廿日市市生活環境部　村上部長（左）生活環境部ゼロカーボン推進室　廣本室長（右）
CO2排出量の約60％は製造業などの事業所から出されています。故にこの取り組みには
事業者みなさんの協力が欠かせません。（村上部長）

廿日市市の挑戦廿日市市の挑戦

　昨年６月、廿日市市議会定例会において、松本市長は、廿日市市環境基本計画に掲げる将来像「海と緑
と人が育む環境創造都市はつかいち」の実現に向け、市民・事業者・行政の「オールはつかいち」で「2050
年カーボンニュートラル」を目指す「ゼロカーボンシティ」に挑戦することを宣言しました。
　私たちの生活や事業活動と密接に関わる、カーボンニュートラルを実現するための廿日市市の取り組み
について、廿日市市生活環境部の村上部長と生活環境部ゼロカーボン推進室廣本室長にお話を伺いました。

電気自動車導入補助HP

省エネ設備導入補助HP

～2050年カーボンニュートラルの実現に向けて～～2050年カーボンニュートラルの実現に向けて～
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新
し
い
可
能
性
の
追
求

　　

昨
年
廿
日
市
市
は
広
島
ガ
ス
株
式
会
社
で
発
電

し
た
電
力
を
「
廿
日
市
市
役
所
・
文
化
セ
ン
タ
ー
」

と
「
廿
日
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
２
施
設
へ
供
給

す
る
特
定
送
配
電
事
業
（
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
）
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
Ｃ
О
２

排
出
量
の
低
減
と
災
害
に
強
い
電
力

供
給
網
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
再
エ
ネ
と
し
て
小
水
力
発
電
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
小
水
力
発
電
と
は
一
般
河
川

や
農
業
用
水
、
砂
防
ダ
ム
、
上
下
水
道
な
ど
で
利

用
さ
れ
る
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
水
車
を

回
す
こ
と
で
発
電
す
る
方
法
で
す
。
河
川
の
流
れ

を
使
用
す
る
小
水
力
発
電
は
太
陽
光
発
電
と
は
異

な
り
、
１
日
中
発
電
す
る
た
め
安
定
し
た
電
源
供

給
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
、
コ
ス
ト
が
高
く

廿
日
市
市
の
水
量
で
は
投
資
回
収
の
目
処
が
た

た
ず
事
業
化
は
難
し
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出

て
い
ま
が
、
再
エ
ネ
を
拡
げ
る
た
め
の
１
つ
の

資
源
と
し
て
模
索
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

他
に
も
今
年
度
は
電
気
公
用
車
を
３
台
導
入

し
、
吉
和
複
合
施
設
に
は
急
速
充
電
器
を
設
置

し
ま
す
。
今
後
、
充
電
箇
所
は
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
と
環
境
の
好
循
環

　　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
気
象
災
害

の
激
甚
化
、
化
石
資
源
の
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、

早
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
後
退
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脱
炭
素
へ
の
歩
み
は
不
可
逆
的

で
、
も
は
や
世
界
が
本
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
事
業
活
動
を
豊
か
に
し
、
廿

日
市
の
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出
し
ま

す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
経
営
リ
ス
ク

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
、

成
長
戦
略
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
産
業

振
興
や
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
廿
日
市

市
と
し
て
温
暖
化
対
策
・
脱
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
「
お
得
」
だ
と
思
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

有
効
な
支
援
策
を
展
開
し
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

（
大
畑
）

▲脱炭素化による「お得」なことを図にしてみると分かりやすい。経済的なだけでなく、時間的な余裕が生まれるというのも注目だ。�
　廿日市市は住宅用の太陽光や蓄電池などの導入費用を補助する独自の支援制度があり、導入促進を図っている。

▲廿日市市が導入している電気自動車。今後新たに追加導入される予定。
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廿
日
市
エ
リ
ア
の
景
況

　

※
旧
廿
日
市
市（
合
併
後
の
区
域
）の
調
査
結
果　

　

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
製
造
業
が
前
回
値

（
11
・
１
）
か
ら
今
回
値（
７
・
７
）、
建
設
業
が

（
25
・
０
）か
ら（
０
・
０
）、
卸
小
売
業
が（
０
・
０
）か

ら（
▲
11
・
１
）、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
が（
▲
７
・
７
）

か
ら（
29
・
４
）と
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
改
善
を
受

け
て
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
11
・
４
ポ
イ
ン
ト

と
前
回
調
査（
10
～
12
月
）か
ら
改
善
し
た
。
経
済
活

動
回
復
へ
の
期
待
感
は
伺
え
る
も
の
の
、
業
種
を
問

わ
ず
仕
入
コ
ス
ト
増
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
新
入
社
員
の
採
用
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
既
存
の
社

員
を
含
め
た
人
件
費
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
コ
ス

ト
増
や
、
人
手
不
足
に
苦
し
む
企
業
の
声
が
多
数
見

受
け
ら
れ
た
。
コ
ス
ト
増
に
対
す
る
価
格
転
嫁
も
十

分
に
行
え
て
お
ら
ず
、
先
行
き
見
通
し
を
厳
し
く
見

る
企
業
が
多
い
。

事
業
者
の
声

【
製 

造 

業
】

◦
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
改
善
に
よ
る
経
済
活
動
の
回

復
。（
食
料
品
製
造
）

◦
住
宅
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
戸
建
て
住
宅
の
需

要
が
減
少
し
て
い
る
。（
木
製
品
製
造
）

◦
商
品
の
価
格
が
上
昇
し
、
売
上
数
量
が
減
少
し
て

い
る
。（
木
製
品
製
造
）

◦
原
材
料
が
高
騰
し
て
い
る
。（
機
械
製
造
業
）

【
建 

設 

業
】

◦
政
府
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
施
策
が
ひ
と
段
落
し
た
。（
建

設
）

【
卸
小
売
業
】

◦
例
年
、
一
定
の
需
要
は
あ
る
が
、
年
々
子
ど
も
の

数
は
減
少
し
て
お
り
、
商
品
開
発
に
注
力
し
て
い

る（
消
費
財
卸
売
）

◦
燃
料
価
格
の
高
騰
は
一
時
期
と
比
べ
落
ち
着
い
た

も
の
の
、
全
体
的
な
材
料
費
の
高
騰
は
継
続
す
る

と
考
え
て
い
る
。（
小
売
）

◦
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
夕
方
以
降
の
売
上
が
減
少
。
近

隣
店
舗
の
競
合
店
増
加
。（
菓
子
・
パ
ン
小
売
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

◦
材
料
仕
入
価
格
等
が
高
騰
し
な
が
ら
、
同
業
他
社

と
の
競
争
も
激
化
し
て
い
る
。（
サ
ー
ビ
ス
）

◦
観
光
需
要
回
復
の
影
響
が
大
き
い
。（
サ
ー
ビ
ス
）

◦
２
月
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響

が
あ
っ
た
。（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

◦
同
業
他
社
の
進
出
に
よ
り
、
受
注
件
数
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。（
サ
ー
ビ
ス
）

◦
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
集
客

制
限
に
よ
り
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。（
サ
ー
ビ
ス
）

廿日市市景況調査  Economic survey
2023年

1〜3月期

ＤＩ値（景況判断指数）について

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断状況を表す。ゼロを基準とし、
プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合いが多いことを示し、マイナスの
値で景気の下向き傾向を表す回答の割合いが多いことを示す。従って、売上など実
数値の上昇や下降を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

※ＤＩ=（増加・好転などの回答割合）−（減少・悪化などの回答割合）　
　収入・売上：（増加）−（減少）	 　仕 入 価 格：（上昇）−（下降）　
　採算・業況：（好転）−（悪化）	 　雇 用 人 員：（過剰）−（不足）
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業種別景況
概要

前年同期 1月〜3月と先行き見通し

全産業 全産業 製造業 建設業 卸小売業 飲食・サービス業

10月〜12月 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し

収入・売上 ▲7.9 ▲4.5 ▲2.3 0.0 0.0 ▲40.0 ▲20.0 ▲22.2 ▲33.3 11.8 17.6

仕入価格 86.1 83.7 54.8 100.0 50.0 100.0 80.0 77.8 66.7 68.8 43.8

採　　算 13.9 20.5 14.3 23.1 9.1 20.0 20.0 11.1 ▲11.1 23.5 29.4

雇用人員 ▲35.1 ▲37.2 ▲31.7 ▲30.8 ▲18.2 ▲40.0 ▲40.0 ▲55.6 ▲55.6 ▲31.3 ▲25.0

業　　況 ▲23.7 11.4 0.0 7.7 ▲9.1 0.0 0.0 ▲11.1 ▲33.3 29.4 23.5

前回調査 － 2.8 ▲16.7 11.1 ▲11.1 25.0 25.0 0.0 ▲60.0 ▲7.7 0.0

� （対象 64 社　回答 44 社）

●設備投資は？�
R5. 1月〜3月 4月～6月

見込み

実
施
し
た
・
す
る

土　地 4 2

建　物 5 3

機　械 6 6

車　両 8 8

ＩＴ機器 11 6

その他 3 4

計 37 29

実施してない・しない 22 24

第１位 材料費や仕入価格が上昇 25.2％ 

第２位 従業員や人材の確保が難しい 16.5％ 

第３位 人件費が増加している 13.7％ 

第４位 売上、需要が増えない 10.1％ 

第５位 販売単価の低下、上昇難  5.8％ 

●設備投資は？� 回答 44社中 ●当面の問題点は？� ※回答のその他はランク外扱い
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委員会だより

　２月の委員会では廿日市商工会議所規則の一部改正や令和４年度補正予算案について協議しまし
た。会議所の運営においてとても重要な役割を担う委員会です。引き続き慎重な審議を続けていき
ます。

<<< 2月16日>>>総務財政委員会 定款その他諸規程の制定や会議所の事業計画・予算、事業
報告・決算に関することについて協議する委員会です。

　廿日市市産業部産業振興課 堀江係長より「令和５年度
の廿日市市産業振興」についてご説明いただきました。ま
たコロナ特別融資等の返済開始に伴い金融面の支援が必要
になると予想されるため、必要な時期に必要な情報が提供
できるようメルマガ・HP・DM等での迅速な情報発信に努
めていきます。

<<< 3月27日>>>経済産業委員会 地域産業・産学官連携の推進や中小企業・小規模事業
対策に関することを研究する委員会です。

　令和４年度は９月に市内企業の視察を行い、２月には廿
日市市生活環境部をお招きして委員会を開催、ゼロカーボ
ンシティ宣言などの施策について説明を受けました。環境
都市に向けて官民一体となった取り組みができるよう努め
ていきます。　

<<< 2月16日>>>環境政策委員会 環境問題について、中小企業の先進事例や廿日市市の
取り組みについて研究する委員会です。

　２月に廿日市市G7広島サミット推進室および観光課をお招きして委員会を開催。５月に開催され
るＧ7サミットと地域への経済効果について行政との意見交換を行いました。インバウンド再開に
向けて行政と連携し、地域活性化につながる取り組みになるよう努めていきます。

<<< 2月14日>>>地域活性化委員会 都市開発、産業観光、地域振興全般に関することを
研究する委員会です。

　廿日市市の須崎氏と凸版印刷㈱さんにお越しいただき、
最新技術製品のデモプレイ・導入事例紹介など「廿日市市
のDXの取組み」についてご説明いただきました。11月に
は海外視察（文化交流事業）としてコナコハラ商工会議所
の視察を予定しており、今後もDX化を推進すべく先端技
術に触れ研鑽を積んでいきます。

<<< 3月24日>>>国際・情報委員会 姉妹縁組や文化交流などの国際交流や情報化対策に
関することについて研究する委員会です。
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令和5年4月2日はつかいち桜まつり開催!!
　青年部は「さつきステージ」を4年振りに運営しました。
　この３年間コロナで開催出来ませんでしたが、当日は天
候にも恵まれ、地域の皆様、出演されたみなさまのご協力
のお陰で、大盛況で終えることが出来ました。
　今回はコロナ明けということもあり、出演団体数を減ら
し、昼休憩を設けるなど、余裕をもったスケジュールで進
行しました。
　ヒップホップダンス、フラダンス、中国武術、よさこい
など多様なジャンルのステージ発表で、子どもたちが、と
ても微笑ましく迫力のあるダンスでステージを大いに盛り
あげてくれました。
　そしてそして、青年部も今回「青年部ダンス」を復活!!
　WBC日本優勝にあやかって、チーム名も新たに「廿日市
YEG伊達JAPAN」に変更。
　今年２月に発足し、２ヶ月という短い期間の中で最後ま
でやり遂げることが出来、青年部の底力を発揮出来ました。
　ステージ最後は、お客さんと一緒に「みんなでけん玉体
操」で締め括りました。　　　　　　　　　　　　　
　また、イベントエリアでは二百廿日豊年市民祭でも大好
評だった「さかな釣りゲーム」を開催し沢山のお客様に来
て頂きました。
　来場のお客様も例年を大きく上回り、皆さん、はつかい
ち桜まつりを心待ちにされていたんだなと感じました。
　来年もまた皆様の活動の発表の場、交流の場を提供すべ
く、より一層青年部も尽力して行きたいと思います。

令和４年度　地域活性化委員長　佐守　伸夫
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廿日市商工会議所令和5年度職員配置図 
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の
取
組
又
は
設
備
投
資
に
よ
る
生
産
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
や
労
働
能
率
の
増
進
等
の
取
組
を

行
う
中
小
企
業
等
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

当
該
補
助
金
の
申
請
に
係
る
計
画
書
（
申
請

書
）
作
成
費
等
（
専
門
家
費
用
な
ど
）
を
補

助
し
ま
す
。

●
支
給
額

１
事
業
者
当
た
り
１
回　

上
限
20
万
円

補
助
率
10
／
10

●
申
請
期
限

令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で

（
予
算
上
限
に
達
し
次
第
〆
切
）

●
対
象
者

廿
日
市
市
に
事
業
所
（
法
人
の
場
合
は
本

社
）
が
あ
る
中
小
企
業
者
、
な
ど

▲公式サイト
	

貴
社
の
優
秀
な
従
業
員
さ
ん
を

表
彰
し
ま
せ
ん
か
？

　

廿
日
市
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
に
永
年

勤
続
し
、
成
績
優
秀
な
従
業
員
の
方
を
対
象

と
し
た
表
彰
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
優

良
従
業
員
表
彰
は
、
３
年
に
一
度
行
っ
て
お

り
、
こ
の
機
会
を
、
従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
、

士
気
高
揚
の
一
環
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
該
当
さ
れ
る
従
業
員
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

表
彰
式

【
日
時
】
９
月
11
日
㈪
16
：
00
～
17
：
00

【
場
所
】
商
工
会
議
所
１
階

【
推
薦
】
別
添
の
申
請
書
に
て

【
担
当
】
総
務
課

※
今
年
は
会
員
企
業
表
彰
も
同
日
に
執
り
行

い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
・
電
子
帳
簿

保
存
相
談
会

　

税
理
士
に
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。「
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」、

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
税
理
士
に
任
せ
て

る
か
ら
大
丈
夫
か
な
」
と
い
う
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
日
程
】
４
月
～
９
月
の
第
一
金
曜
日

　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
第
二
金
曜
日
）

【
時
間
】
13
：
00
～
17
：
00
（
60
分
／
回
）

【
場
所
】
廿
日
市
商
工
会
議
所
会
議
室

【
申
込
】
別
添
の
用
紙
に
て

【
担
当
】
経
営
サ
ポ
ー
ト
課

商
工
会
議
所
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
２
９

−

２
０

−

０
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
９

−

２
０

−

０
０
２
２

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
募
金

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
し
て
、
新
年
互
礼
会

に
お
い
て
、
は
つ
か
い
ち
室
内
合
奏
団
Ｓ
Ａ
・

Ｋ
Ｕ
・
Ｒ
Ａ
四
重
奏
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
を
催
し
ま
し
た
。
募
金
総
額
は
13

万
２
８
７
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

澁
谷
会
頭
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
の
イ
ン

ナ
・
イ
リ
ナ
三
等
書
記
官
を
訪
問
し
目
録
を

渡
し
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金
は
、

全
額
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
送
金
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震

復
興
支
援
た
る
募
金

　

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
で
多
大
な
被
害

を
被
っ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
廿
日
市

市
と
廿
日
市
商
工
会
議
所
で
は
募
金
活
動
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
募
金
総
額
は
27
万
６

４
４
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金
は
、
被
災
地
で

の
人
道
支
援
や
復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

よ
う
、
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
の
「
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
地
震
救
援
金
」
へ
送
金
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

News ＆ Information

広
島
県
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

対
応
補
助
金

　

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
、
新
事
業

展
開
（
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
む
）
な
ど
を
図
る

た
め
の
設
備
投
資
や
、
人
材
育
成
、
販
路
開

拓
な
ど
に
取
り
組
む
意
欲
的
な
事
業
者
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。

●
受
付
期
間

　

第
１
回　

３
月
29
日
㈬
～
６
月
30
日
㈮

　

第
２
回　

７
月
３
日
㈪
〜
９
月
29
日
㈮

●
補
助
対
象
者

　

令
和
４
年
３
月
か
ら
令
和
５
年
９
月
の

間
に
、
新
た
に
広
島
県
の
経
営
革
新
計
画

の
承
認
を
受
け
て
い
る
事
業
者
、
な
ど

●
補
助
対
象
事
業
費

　

◦
機
械
装
置
等
費　
　

◦
広
報
費

　

◦
展
示
会
等
出
展
費　

◦
専
門
家
謝
金

　

◦
専
門
家
旅
費

●
補
助
額

上
限
額
：
１
０
０
万
円
（
補
助
率　

補
助

対
象
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
２-

２
２
８-

０
９
２
６

▲公式サイト

国
の
制
度
活
用
サ
ポ
ー
ト

補
助
金

　

国
の
「
事
業
再
構
築
補
助
金
」
及
び
「
も

の
づ
く
り
補
助
金
」、「
業
務
改
善
助
成
金
」

並
び
に
「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」

の
い
ず
れ
か
を
活
用
し
て
、
新
分
野
展
開
等

3月16日、ウクライナ大使館にて
目録贈呈

廿日市市役所１階に募金箱を設置した際
の松本廿日市市長（左）と澁谷会頭

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
並
び
に
関

係
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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５
　
　
　
月

ご加入ありがとうございます。

新入会員紹介 令和5年3月31日現在
会員数1,695事業所

商工会議所カレンダー

事　業　所　名 地　区 業　　　種

池田自動車 宮内 板金塗装
一笑百虜忘 桜尾本町 飲食店
Ａ．Ｓ．Ｐ 阿品 塗装
Ｙ’ｓ アドバイザー 阿品台 サービス業
アロヒファッシュスタジオ 平良 小売業
さくら介護タクシー 住吉 介護タクシー
㈱ＳＩＭ 新宮 警備業

日（曜） 開始時間〜終了時間 内　　　容

 8日（月）14:00～16:00 正副会頭会議

9日（火）19:30～21:00 青年部定例会・会員総会

12日（金） 13:00～17:00 インボイス・電子帳簿保存相談

16日（火） 19:30～21:00 青年部委員会

22日（月） 13:00～15:00 正副会頭連絡会

28日（日） 10:00～15:00 女性会総会

30日（火） 19:30～21:00 青年部役員会

★次号6月号は6月1日㈭発行予定です。
　チラシの締切は5月19日㈮です。

※新型コロナウイルス感染拡大により会議等中止・延期となる場合
がございます。

　特集で廿日市市のカーボンニュートラルに向
けた取り組みについて取材しました。脱炭素と
聞くと節電だったり使ってはいけないものが
あったりと、何かと制限されるというイメージ
がありましたが、今回の取材を通し、私たちの
生活を豊かにするための手段の１つにもなり得
るということが分かりました。

編集後記
総務課･大畑
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GOURMET NET-WALK

MEMBER NET-WALKMEMBER NET-WALK

発
行
所
／
廿
日
市
商
工
会
議
所
　
〒
738-0015 廿

日
市
市
本
町
5-1　

TE
L：
0829-20-0021 FA

X
：
0829-20-0022

2023年
5月
号
 通
巻
第
261号

 令
和
5年
5月
8日
［
年
10回

発
行
］

肉や魚介の鉄板焼料理
　オリジナル焼担々麺も人気！
　廿日市駅通り商店街、通称けん玉商店街の路地を少
し入ったところにある鉄板焼Root。そのアメリカンな
外観や店内の装飾は、マスターの感性が光る。バイク
好きはもちろん、グループや家族連れも集まるお店。
　店内中央の開放的な鉄板で調理される料理はお酒に
もご飯にも合うメニューが揃っている。お好み焼をは
じめとしたテイクアウトも注文を受けている。人数に
よっては貸し切り可能。（応相談）予約をすれば、刺
身や肉、魚など
希望の料理も準
備可能。

「上ホルモン 840円（税込）」
ホルモン焼の中でも一番人気
があるのが、脂身が多くてプ
リプリとした食感のこちら。
Rootの看板メニュー。

プライベートではハーレーに乗っているというバイク好きなマスター

「焼担々麺 770円（税込）」
普通は麺を湯がくところ、鉄
板で焼いた麺で作るオリジナ
ルメニュー！辛さが選べる。

マスターが鹿児島の蔵から直
接仕入れた芋焼酎の他、80種
類以上のウィスキーやいろい
ろなカクテルもお楽しみいた
だける。

鉄板焼　Root
所 	廿日市市廿日市2-6-16
☎  070-5303-6010
営 	18:00〜23:00 （L.O. 22:00）
休 	水曜日

　昨年９月に開業した「さくら介護タクシー」。介護が
必要な方を対象に、施設への送迎だけでなく病院での付
き添い、冠婚葬祭・買い物・スポーツ観戦など生活を楽
しむお手伝いをしている。
　代表の広中さんは前職で在宅リハビリテーションに携
わっていた。その時に受けた「送迎をしてもらえて助か
る」との患者さんからの言葉で、より身近で患者さんに
付き添いたいと感じ介護タクシーを始めたという。
　長年の医療関係への勤めで得た経験と知識を活かした
サービスは「さくら介護タクシー」ならでは。介護でお
困りごとがあれば気軽にご相談を。

▲スロープ式車両を使用して
おり車いすのままで乗車が可
能。

▲１人では対応できない案件
は同業者と協力して対応して
いる。

▲FMはつかいちでパーソナ
リティとしても活躍中。

▲代表の広中紀子さん

大切な人のために
　生活を楽しむお手伝い

さくら介護タクシー

HP インスタ

営 	8:00〜18:00（時間外も相談可）
☎  090-6403-3878
休 	日曜 ・ 祝日


